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第 3 章 研究方法 
第 4 章. ブラジルの地域的競争力優位性分析 















て、この 2 つのグループの開発戦略の相違をする。ファースト・カマーとは、1950 年代から
ブラジルに進出し、現在ブラジル自動車市場の 75％を独占しているフィアット、GM、VW、
フォードの欧米 4 社であり、ニュー・カマーとは、1970 年代以降ブラジル市場に進出した日
系各社を含む 13 社で、残り 25％のブラジル市場を彼らがわけあっている状況である。そして
これらの 2 類型の企業の自動車製品開発における競争力をエンジン開発、現地素材開発、関連
裾野産業などとの関連で分析している。 
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